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次回は、はなえくぼ江南便りです。どうぞお楽しみに！

グループホームはなえくぼのご利用に関する
お問い合わせ・ご見学等、いつでもお気軽にどうぞ。

『スタッフ紹介』
入社して１年半が経ち私が感じることは、スタッフ同士の心の和を築けてきた

なということです。はなえくぼひくみ２階はカンファレンス以外でも、スタッフ
同士で相談し意見を出し合い、時には直接主任に意見を求めたりもしています。
先日は利用者様の心地良い居場所を築けるように、テレビやソファの配置換えを
行いました。食卓の席替え等も利用者様が気兼ねなく食事を楽しめるように、皆
で考えて、とにかく実行しています。

１０月１０日。１階と合同で運動会を行い、昼食はパンバイキングとクリーム
シチューで、利用者様に喜んで頂けました。普段の利用者様９名のふれあいより、
１８名の方が皆さん新鮮な気持ちで楽しそうでした。

１１月には、桃太郎神社にだんごを食べながら紅葉
を見に行く計画を立てています。できれば１階利用者
様もご一緒にと思っております。

私たち介護職は、介助する方の心のあり方を問われ
ますが、利用者様の尊厳を傷つけることのないよう
「できないことを、できない時にお手伝いさせて頂く」
という気持ちで接することが大切だと思っています。

利用者様が困っている時は、その不安が大きくならないように、静かに時間を
かけ利用者様の感情に寄り添っていけるように！努力していきたいと思います。

はなえくぼひくみ２階 介護職員 Ｎ．Ｈ

『利用者様の旅立ち』
今年に入り三人の利用者様が旅立たれました。お一人は５月。数日前から食事、

水分が摂れなくなられ、近々旅立たれるであろうと思っていたその日の勤務は夜
勤。何度も居室に行き、バイタル測定、顔色、呼吸状態、爪の色など確認してい
ました。看取りは以前の職場を含め何度か経験しております。「こういう状態に
なったらあと数時間」と思っていましたが、何時間経過しても同じ状態で朝を迎
え、私の就業時間は終わり帰路につきました。その後旅立たれたと上司から連絡
をもらい、旅立つ時は皆それぞれだなと、今までにない経験をさせて頂きました。
そしてつい数日前。利用者様が旅立たれました。その日も私は夜勤に就いてい

ました。半年ほど前から徐々に弱っておられましたが、入床の際はいつもとお変
わりないご様子でした。前日からの様子から「いつもと違う」と思い、管理者へ
報告。訪問看護師、ドクターに診て頂き救急搬送となり、施設での看取りではあ
りませんでしたが、２日後に旅立たれました。
旅立たれた利用者様に、私はどれだけの支援ができたか・・・。今も考えさせ

られます。今後も少しの異変を見逃すことなく察知し、適切な対応ができ、最後
は「ここで過ごせてよかった」と思って頂けるよう精進してまいります。

はなえくぼひくみ１階 介護職員 Ｏ．Ｈ
『笑顔のために』
私がはなえくぼでの日々で一番大切にしていることは、利用者様の笑顔です。

毎日のはなえくぼでの暮らしの中で、１回でも多く笑顔になって頂けるよう、私
自身も利用者様と一緒に笑って過ごすことができるよう心がけています。そして
逆に皆様からもたくさんの笑顔を頂き感謝の日々を過ごしています。
ひくみの玄関先の金魚とめだか。

「わー大きくなった！！」と目をキラキラさせながら
えさをあげてくださり「どんだけでも見とれるねー」
などとおしゃべりをしながら外で過ごすひとときも、
大切な時間になっています。
先日、「お姉ちゃん！畑行こー！！」といつも私を

ホーム横の畑へ誘ってくださっていた大好きなＨさん
が他界してしましました。夏には畑で一緒にトマトを
収穫し、畑の脇でよく２人並んでに食べました。もちろん満面の笑みで。毎年秋
になると「お姉ちゃん！今日も柿とりに行こうやー！！」と一緒に袋にいっぱい
柿をとっては大喜び。つい数日前「柿が色づいてきてるから、もう少ししたらま
た一緒にとりに行こうね！」と２人で楽しみにしながら約束したばかりなのに。
Ｈさんからも今までたくさんの笑顔をもらいました。

はなえくぼひくみ１階 介護職員 Ｏ．Ｆ

『認知症対応型共同生活介護(グループホーム）とは』

グループホームの基本方針は、地域密着型サービスの指定基準・総則 第８９条

に「要介護者であって認知症であるものについて、共同生活住居において、家庭

的な環境と地域住民との交流の下で入浴、排せつ、食事等の介護その他の日常生

活上の世話および機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じて

自立した日常生活を営むことができるようにするものでなければならない。」と

定められています。さらに解釈通知には、「住み慣れた環境での生活を継続でき

るようにすることを目指すもの」と記されています。

シンプルな文章ですが読めば読むほど奥深いです。とてもたくさんの課題が記さ

れています。時々立ち止まって、自分たちの取り組みがこの基本方針に沿ってい

るのかふり返ることも大切です。


